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超音波を用いた新規の口腔清掃装置の開発

Tominaga,K., Yamamoto,K., Khanal,A., Morimoto,Y., Tanaka,T., Kodama,M.,
Fukuda J: Intraoperative surgical clearance confirmation of tongue carcinomas
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超音波を用いた口腔癌に対する薬剤、遺伝子導入療法の開発

超音波を用いた慢性顎関節炎に対する遺伝子導入療法の開発

口腔外科

口腔癌、顎関節症、顎変形症

超音波、遺伝子導入、口腔癌、顎関節、骨延長

超音波を用いた癌の切除安全域決定法の開発

顎骨延長法に関する基礎的研究

下顎枝垂直骨切り用位置決めゲージ(KTリトラクター、㈱メディカルU&A）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特願２００１－１１３４６１
骨の位置決め具、特願２００３－２７３７０１
障害者用自動口腔洗浄装置、特許出願中
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産 学 官 連 携 可 能 ・ 希 望 分 野

産 学 官 連 携 実 績
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超音波を用いた薬剤、遺伝子の導入による新規の癌治療
口腔外科、整形外科、形成外科分野で使用できる簡便な骨片の位置決め装置
の開発
超音波を用いた障害者用自動口腔洗浄装置の開発
超音波診断装置を用いた癌の切除マージンのシステマチックな決定法の開発

Tominaga,K., Yoshioka,I., Khanal,A., Furuta,N., Habu,M., Fukuda,J: A simple
method for bone positioning of mandibular segments. Int J Oral Maxillofac
Surg 35:856-860, 2006.
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